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世の中には少なくとも２種類の人がいます。何ごとも段取り

よくこなす人と、そうでない人です。

前者の方がよさそうな気もしますが、こういう人は「抜け目

ない」「用意周到」と言われることもあり、そうすると少し

イメージが変わります。あるいは「こなす」という言い方に

引っかかる方がおられるかもしれません。セコセコせずにゆ

とりを持って、のびやかな人生を楽しみませんか、と。

しかし、ますます複雑化する現代の社会で、リスクにあらか

じめ備えること自体は否定されるものではないでしょう。本

号でも取り上げていますが、気候変動など地球規模の環境と

の共生から都市レベルの防災、もっと身近な空き家の予防な

ど、どれも切実な話題です。むしろ、ゆとりやのびやかさを

生み出すためには抜け目なさや用意周到さが必要と言えるの

かもしれません。「あらかじめ」ましょう。

編集委員会

表紙写真：グリニッジ・ビレッジの通りはセンシュアス（官能的）な都市体験に満ちています。（ニューヨーク / 撮影 坂井信行）



９
月
１
日
の
防
災
の
日
の
直
後
、
近
年
で

最
強
レ
ベ
ル
の
台
風
21
号
の
関
西
直
撃
、

北
海
道
で
の
震
度
６
強
の
大
地
震
と
相
次

い
で
日
本
列
島
を
災
害
が
発
生
、
今
、
こ

の
タ
イ
ミ
ン
グ
だ
か
ら
こ
そ
「
災
害
に
備

え
る
」
事
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

■
「
想
定
外
を
な
く
す
」
と
い
う
幻
想

　

過
去
30
年
程
を
振
り
返
る
と
、
我
が
国

は
数
多
く
の
自
然
災
害
に
見
舞
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
災
害
が
起
こ
る
た
び
に
耳

に
す
る
言
葉
が
「
想
定
外
」
で
す
。

「
こ
ん
な
場
所
で
大
地
震
が
起
こ
る
こ
と

は
想
定
外
で
あ
っ
た
」

「
こ
こ
ま
で
の
大
雨
が
降
り
続
く
と
は
想

定
外
で
あ
っ
た
」

　

し
か
し
、
防
災
に
お
い
て
、
既
に
「
想

定
内
」
や
「
想
定
外
」
と
い
う
言
葉
を
使

う
こ
と
自
体
が
ナ
ン
セ
ン
ス
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。「
想
定
外
を
な
く
す
た
め
に
あ
ら

ゆ
る
想
定
を
す
べ
き
だ
」
と
い
う
意
見
も

聞
か
れ
ま
す
が
、
本
当
に
そ
う
で
し
ょ
う

か
。
全
て
の
災
害
に
備
え
る
こ
と
は
現
実

的
で
は
な
く
不
可
能
で
す
。

　

問
題
は
「
想
定
」
出
来
た
か
否
か
で
は

な
く
、
そ
の
よ
う
な
状
況
に
直
面
し
た
際

に
、
我
々
が
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
こ
と

が
出
来
る
か
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

■
「
自
分
だ
け
は
大
丈
夫
」
が
被
害
を
よ

り
大
き
く
す
る

　

皆
さ
ん
は
、
あ
ら
か
じ
め
家
庭
で
災
害

へ
の
備
え
を
し
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
防

災
グ
ッ
ズ
を
準
備
し
て
い
ま
す
か
？
転
倒

防
止
の
た
め
の
工
夫
は
し
て
い
ま
す
か
？

家
族
全
員
で
緊
急
避
難
時
の
集
合
場
所
を

確
認
し
て
い
ま
す
か
？･･･

残
念
な
が

ら
、
防
災
に
関
わ
る
仕
事
を
し
、
防
災
士

を
取
得
し
た
私
も
胸
を
張
っ
て
「
も
ち
ろ

ん
大
丈
夫
！
」
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
こ
れ

だ
け
災
害
が
頻
発
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら

ず
何
故
で
し
ょ
う
か
？（
自
戒
も
込
め
て
）

　

そ
の
原
因
の
ひ
と
つ
に
「
正
常
性
バ
イ

ア
ス
」
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
正
常
性
バ
イ

ア
ス
と
は
、
社
会
心
理
学
の
言
葉
で
自
分

に
と
っ
て
都
合
の
悪
い
情
報
を
無
視
し
た

り
、
過
小
評
価
し
た
り
し
て
し
ま
う
人
の

特
性
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。要
す
る
に「
私

は
大
丈
夫
」
と
思
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ

と
で
す
。

　

実
際
、
東
日
本
大
震
災
の
時
も
、
津
波

清水紀行
都市・地域プランニンググループ

が
来
る
と
分
か
っ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず

す
ぐ
に
避
難
行
動
を
取
ら
な
か
っ
た
こ
と

で
津
波
に
飲
み
込
ま
れ
て
し
ま
っ
た
方
々

も
多
く
い
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
防
ぐ
た
め
に
は
、

例
え
ば
津
波
災
害
で
は
「
率
先
避
難
者
」

が
重
要
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
自
ら
率
先

し
て
危
険
を
避
け
る
行
動
を
起
こ
す
人
を

見
て
、「
私
も
危
険
な
状
況
な
ん
だ
」
と

認
識
さ
せ
る
こ
と
で
、
周
囲
の
人
々
が
危

機
意
識
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で

す
。
一
人
ひ
と
り
が
率
先
避
難
者
に
な
る

こ
と
を
意
識
す
る
こ
と
で
、
周
囲
の
正
常

性
バ
イ
ア
ス
の
解
消
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

一
方
、
京
都
大
学
の
矢
守
先
生
（
防
災

研
究
所
・
巨
大
災
害
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
）

は
、
最
近
「
心
配
性
バ
イ
ア
ス
」
と
い
う

言
葉
を
様
々
な
場
面
で
紹
介
さ
れ
て
い
ま

す
。
人
は
、
自
分
の
こ
と
は
さ
て
お
き
親

や
子
ど
も
、
孫
の
こ
と
に
な
る
と
途
端
に

心
配
す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
い
う

傾
向
を
心
配
性
バ
イ
ア
ス
と
称
し
、
こ
の

傾
向
が
強
く
働
く
仕
組
み
を
通
じ
て
、
防

災
・
減
災
に
つ
な
げ
ら
れ
な
い
か
と
提
案

し
て
い
ま
す
。

■
事
前
復
興
の
ま
ち
づ
く
り
と
は

　
「
事
前
復
興
」
と
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震

災
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
全
面
改
訂
さ
れ
た

国
の
防
災
基
本
計
画
で
初
め
て
出
て
き
た

表
現
で
、『
平
時
の
う
ち
に
災
害
が
発
生
し

た
際
の
こ
と
を
想
定
し
、
被
害
を
最
小
限

に
す
る
た
め
の
都
市
計
画
や
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
こ
と
』
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
の
際
に
よ
く
耳
に
し
た

「
い
つ
か
津
波
が
来
る
と
分
か
っ
て
い
た

の
だ
か
ら
、
高
台
移
転
の
候
補
地
を
予
め
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『
災
害
に
備
え
る
』
を
考
え
る

◎
地
震
災
害
（
兵
庫
県
南
部
地
震
（
阪
神
・

淡
路
大
震
災
）【
平
成
７
】、
東
北
地
方
太

平
洋
沖
地
震
（
東
日
本
大
震
災
）【
平
成

23
】、
熊
本
地
震
【
平
成
28
】、
大
阪
北
部

地
震
【
平
成
30
】
等
）

◎
豪
雨
や
台
風
に
伴
う
水
害
・
土
砂
災
害
（
平

成
23
年
８
月
紀
伊
半
島
豪
雨
（
和
歌
山
県
・

奈
良
県
）、
平
成
26
年
８
月
豪
雨
（
広
島

市
）、平
成
27
年
９
月
関
東
・
東
北
豪
雨
（
栃

木
県
・
茨
城
県
・
宮
城
県
）、
平
成
29
年

７
月
九
州
北
部
豪
雨
（
福
岡
県
・
大
分
県
）、

平
成
30
年
７
月
豪
雨
（
中
国
・
四
国
・
九

州
北
部
・
近
畿
・
東
海
地
方
）
等
）

探
し
て
お
く
べ
き
だ
っ
た
」
と
い
う
言
葉

は
ま
さ
に
事
前
復
興
の
考
え
方
の
一
端
を

示
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
こ
の
言
葉
は
我
々
の
業
界
内
で

も
一
般
化
し
て
い
る
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

先
日
、
あ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
な
か
で
、

京
都
大
学
の
牧
先
生
（
防
災
研
究
所
・
社

会
防
災
研
究
部
門
教
授
）
が
そ
の
理
由
に

つ
い
て
示
唆
す
る
発
言
を
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

・
そ
も
そ
も
復
興
の
定
義
が
あ
い
ま
い

・
故
に
復
興
対
策
が
軽
視
さ
れ
が
ち

・
事
前
復
興
の
取
組
の
有
効
性
が
明
確
で

な
い

　

要
す
る
に
、「
命
を
守
る
こ
と
は
注
力
し

や
す
い
が
、
そ
の
後
ま
で
考
え
が
及
ん
で

い
な
い
」
と
い
う
現
状
が
あ
る
よ
う
で
す
。

　

大
規
模
な
防
災
イ
ン
フ
ラ
（
防
潮
堤
や

河
川
改
修
な
ど
）
の
整
備
、
災
害
危
険
区

域
か
ら
の
移
転･･･

こ
れ
ら
は
私
た
ち
の

生
活
空
間
や
暮
ら
し
方
を
大
き
く
変
化
さ

せ
ま
す
。

　

し
か
し
、事
前
復
興
の
取
組
は
急
激
に
、

か
つ
大
き
く
ま
ち
を
変
え
る
こ
と
な
く
進

め
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
特
徴
が

あ
り
ま
す
。
加
え
て
、
事
前
復
興
を
考
え

る
こ
と
は
私
た
ち
が
暮
ら
す
ま
ち
の
未
来

を
考
え
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
人

口
減
少
、
生
業
継
続
の
困
難･･･

災
害
に

よ
り
突
如
、
顕
在
化
す
る
課
題
は
、
私
た

ち
の
未
来
の
課
題
で
も
あ
り
ま
す
。

『
防
災
を
き
っ
か
け
に
私
た
ち
の
未
来
を

考
え
る
』

　

そ
れ
が
事
前
復
興
で
あ
り
、「
災
害
に

備
え
る
」
こ
と
の
本
質
な
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
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今
年
２
０
１
８
年
は
、
昨
年
末
か
ら
の
大

雪
に
始
ま
り
、
広
島
・
岡
山
を
中
心
に
土

砂
崩
れ
等
の
大
き
な
被
害
を
引
き
起
こ
し

た
７
月
の
豪
雨
、
伊
勢
湾
台
風
並
み
の
勢

力
で
上
陸
し
関
西
国
際
空
港
の
機
能
を
麻

痺
さ
せ
る
な
ど
著
し
い
被
害
を
引
き
起
こ

し
た
９
月
始
め
の
台
風
21
号
な
ど
、
多
く

の
自
然
災
害
が
起
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
自
然
災
害
増
加
の
原
因
と
さ

れ
る
の
が
気
候
変
動（
地
球
温
暖
化
）で
す
。

気
候
変
動
と
い
う
と
気
温
上
昇
だ
け
が
注

目
さ
れ
が
ち
で
す
が
、
海
面
上
昇
に
よ
る

生
態
系
の
破
壊
、
農
作
物
等
の
生
育
不
良
、

さ
ら
に
は
極
端
な
気
候
の
増
加
、
即
ち
大

型
の
台
風
、
猛
烈
な
大
雨
や
高
潮
の
増
加

な
ど
、
地
域
や
社
会
に
大
き
な
イ
ン
パ
ク

ト
を
与
え
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

【
気
候
変
動
と
そ
の
適
応
策
】

　

気
候
変
動
（
地

球
温
暖
化
）
対
策

に
は
、「
緩
和
策
」

と
「
適
応
策
」
が

あ
り
ま
す
。「
緩
和

策
」
は
気
候
変
動

の
原
因
で
あ
る
温

室
効
果
ガ
ス
の
排

出
量
を
削
減
し
、

気
温
上
昇
が
起
こ

ら
な
い
よ
う
に
す

る
（
ま
た
は
上
昇

幅
を
抑
制
す
る
）

取
組
で
す
。
一
方
、

「
適
応
策
」
は
実
際

に
起
き
て
い
る
（
今

後
起
き
る
こ
と
が

確
定
し
て
い
る
）
気
温
上
昇
へ
の
対
策
で

あ
り
、
例
え
ば
養
殖
漁
業
で
あ
れ
ば
、
高

水
温
に
強
い
品
種
の
開
発
な
ど
が
該
当
し

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
緩
和
策
と
適
応
策
は
車

の
両
輪
の
関
係
に
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま

で
は
「
緩
和
策
」
が
中
心
で
し
た
。
し
か

し
、
地
球
温
暖
化
に
関
す
る
国
際
的
な
評

価
機
関
で
あ
る
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
が
、
今
す
ぐ
温

室
効
果
ガ
ス
排
出
量
を
ゼ
ロ
に
し
て
も
将

来
的
に
か
な
り
の
気
温
上
昇
が
避
け
ら
れ

な
い
こ
と
を
明
確
に
し
た
こ
と
か
ら
、
確

実
に
起
こ
る
気
候
変
動
に
備
え
る
「
適
応

策
」
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

国
も
「
気
候
変
動
の
影
響
へ
の
適
応
計

画
」
の
策
定
や
「
気
候
変
動
適
応
法
」
の

制
定
な
ど
、
急
速
に
適
応
策
の
取
組
を
進

め
て
き
ま
し
た
。
同
時
に
、
各
地
域
で
も

地
域
の
課
題
に
即
し
た
適
応
策
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

【
ア
ル
パ
ッ
ク
の
気
候
変
動
へ
の
取
組
】

　

レ
タ
ー
ズ
２
０
５
号
で
も
紹
介
し
ま
し

た
が
、
現
在
、
ア
ル
パ
ッ
ク
で
は
、
気
候

変
動
が
原
因
で
起
こ
る
と
さ
れ
て
い
る

様
々
な
影
響
の
調
査
・
研
究
等
を
行
っ
て

適
応
策
を
検
討
し
た
り
、
適
応
策
の
普
及

啓
発
事
業
を
行
う
「
地
域
適
応
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム
事
業
」
の
中
国
四
国
地
域
事
業
を

環
境
省
か
ら
受
託
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

近
畿
地
域
で
も
普
及
啓
発
事
業
を
担
当
す

る
共
同
事
業
者
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

当
事
業
は
環
境
省
・
農
林
水
産
省
・
国

土
交
通
省
の
連
携
事
業
と
し
て
、
ま
た
文

科
省
等
の
協
力
も
得
て
、
平
成
29
年
度
か

ら
３
カ
年
の
計
画
で
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
。
全
国
を
６
地
域
に
分
け
、
地
域
の
研

究
機
関
や
自
治
体
と
連
携
し
、
各
地
域
の

課
題
等
か
ら
優
先
順
位
の
高
い
テ
ー
マ
を

選
ん
で
い
ま
す
。

【
気
候
変
動
に
よ
る
影
響
の
調
査
・
研
究
】

　

中
国
四
国
地
域
で
は
、
図
に
示
す
よ
う

に
、
農
業
、
水
産
業
、
自
然
環
境
、
防
災

（Eco-D
RR)

の
各
分
野
に
関
す
る
６
つ
の

テ
ー
マ
を
選
び
ま
し
た
。
各
テ
ー
マ
で

は
、
21
世
紀
中
又
は
末
の
気
候
を
予
測
し

た
複
数
の
気
候
シ
ナ
リ
オ
か
ら
適
し
た
も

の
を
選
び
、
調
査
・
研
究
を
進
め
て
い
ま

す
。
い
ず
れ
も
重
要
な
テ
ー
マ
で
す
が
、

そ
の
う
ち
瀬
戸
内
海
の
水
産
業
に
関
す
る

調
査
・
研
究
を
簡
単
に
紹
介
し
ま
す
。

　

瀬
戸
内
海
は
、
国
内
最
大
の
閉
鎖
性
海
域

で
す
。
豊
富
な
魚
介
類
に
恵
ま
れ
、
水
産
業

が
盛
ん
で
す
。
一
方
、
将
来
的
に
水
温
が
上

が
る
と
、
高
水
温
に
弱
い
魚
類
の
減
少
や
、

低
水
温
期
に
成
長
す
る
海
藻
類
の
生
産
量
の

減
少
な
ど
が
急
速
に
進
み
、
漁
業
に
大
き
な

影
響
を
与
え
る
と
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
、
本
テ
ー
マ
で
は
、
養
殖
業
や
そ
の
食

害
魚
に
関
す
る
既
存
の
知
見
の
分
析
と
、
将

来
の
水
温
予
測
と
を
元
に
、
水
温
上
昇
に
よ

る
養
殖
業
へ
の
影
響
の
評
価
や
、
そ
の
適
応

策
を
検
討
し
ま
す
。

　

昨
年
度
は
、
文
献
調
査
や
関
係
各
県
・

専
門
家
等
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
、

瀬
戸
内
海
各
地
の
水
産
業
に
関
す
る
現
状

や
課
題
を
整
理
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
中

間
報
告
に
向
け
、
前
述
の
気
候
シ
ナ
リ
オ

を
用
い
て
将
来
の
水
温
を
予
測
す
る
と
と

も
に
、
水
温
上
昇
に
起
因
す
る
養
殖
業
等

へ
の
影
響
評
価
や
、
関
連
す
る
適
応
策
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
ま
す
。

【
適
応
策
に
関
す
る
普
及
啓
発
事
業
】

　

ア
ル
パ
ッ
ク
で
は
、
本
事
業
の
開
始
前

か
ら
、
近
畿
地
域
や
中
国
四
国
地
域
で
気

候
変
動
や
そ
の
適
応
策
に
関
す
る
普
及
啓

発
事
業
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
本
事
業
で

も
地
域
の
事
情
に
合
わ
せ
て
、
適
応
策
に

関
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
の
作
成
、
企
業
研
究

会
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
引

き
続
き
、
効
果
的
な
普
及
啓
発
を
進
め
て

い
く
予
定
で
す
。※　

※　

※

　

昨
年
度
の
報
告
や
今
年
度
の
調
査
計
画

の
概
要
は
、
国
立
環
境
研
究
所
が
運
営

す
る
「
気
候
変
動
適
応
情
報
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
（A-PLAT

）」
で
公
開
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
是
非
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.adaptation-platform

.
nies.go.jp/index.htm

l

※
本
業
務
は
、
他
に
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
グ
ル
ー
プ
の
畑
中
直
樹
、

中
川
貴
美
子
、
栃
本
大
介
、
植
松
陽
子
、

駒
和
磨
が
担
当
し
て
い
ま
す
。

確
実
に
「
起
こ
る
」
気
候
変
動
に
備
え
る
適
応
策

長沢弘樹
サスティナビリティマネジメントグループ

※１：H30 年度から日本海側の藻場を対象にした調査を新たに開始
※２：共同事業者の他に、地方公共団体や各種研究機関等と連携して推進

 中国四国地域事業の実施体制
テーマ 実施体制（共同事業者）

気
候
変
動
に
関
す
る
調
査

①暖冬によるナシ栽培への影響調査 アルパック、鳥取大学
②気温上昇が家畜の繁殖率や成長に与える影響
調査

   アルパック、広島大学

③海水温上昇等による瀬戸内海の水産生物や養
殖への影響調査※1

アルパック、広島大学、
( 一財 ) 日本気象協会

④気候変動による宍道湖 ･中海の水質等への影
響調査

アルパック

⑤生態系を活用した防災・減災 (Eco-DRR) 適応
策の検討

アルパック、徳島大学

⑥気候変動による高山植生及び希少植物への影
響調査

アルパック、高知大学

 普及啓発 アルパック
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大河内雅司
地域再生デザイングループ

老後の生活を「どこで」「どのように」「どんなコミュ
ニティ」で過ごすのか、あらかじめイメージしよう 嶋崎雅嘉

地域再生デザイングループ

空き家を「負動産、地域の厄介もの」に
しないための備え～空き家になる前から備えましょう

実
家
で
空
き
家
問
題
が
発
生
し
、
実

践
が
求
め
ら
れ
た
の
で
す
が
、
備
え

が
な
か
っ
た
た
め
に
、
大
変
苦
労
し

ま
し
た
。

　

空
き
家
に
な
る
前
（
家
を
使
っ
て

い
る
段
階
）
か
ら
、
備
え
が
必
要
で

あ
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
の
で
、

実
体
験
を
も
と
に
考
え
て
み
ま
す
。

■
備
え
１　

実
家
に
帰
っ
た
ら
ご
近

所
に
挨
拶
を
し
て
お
く

　

岐
阜
の
実
家
で
は
、
父
が
入
院
中

で
母
の
み
が
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。

母
が
朝
か
ら
電
話
に
出
な
い
の
で
不

安
に
な
り
、
ご
近
所
さ
ん
に
様
子
を

見
に
行
っ
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、
心

配
的
中
、
過
労
で
倒
れ
て
お
り
、
両

親
と
も
に
入
院
に
な
り
ま
し
た
。
い

ざ
と
い
う
時
は
、
遠
く
の
血
縁
よ
り
、

近
く
の
地
域
縁
が
頼
り
で
す
。
近
所

づ
き
あ
い
を
し
て
い
れ
ば
、
空
き
家

の
様
子
も
み
て
も
ら
え
ま
す
。

■
備
え
２　

実
家
の
印
鑑
、
通
帳
、

登
記
簿
な
ど
を
確
認
し
て
お
く

　

実
家
か
ら
離
れ
て
暮
ら
し
て
い
た

た
め
、
相
続
人
と
し
て
こ
れ
ら
の
状

況
が
全
く
把
握
で
き
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
両
親
が
共
に
入
院
し
た
た
め
、

余
計
に
慌
て
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
て
、
書

類
な
ど
の
大
切
な
も
の
、
財
産
な
ど

に
つ
い
て
親
か
ら
聞
い
て
お
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

■
備
え
３　

家
財
整
理
や
処
分
を
手

伝
っ
て
身
軽
に
し
て
お
く

　

退
院
後
、
介
護
の
た
め
に
両
親
を

京
都
へ
呼
び
寄
せ
た
の
で
、
実
家
は

本
格
的
な
空
き
家
に
な
り
ま
し
た
。

　

近
く
に
住
ん
で
い
な
い
こ
と
か
ら

実
家
の
管
理
が
難
し
く
、
庭
木
の
剪

定
費
用
や
納
税
な
ど
の
負
担
も
あ

り
、
空
き
家
は
負
動
産
で
あ
る
こ
と

を
実
感
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
空
き
家
を
賃
貸
す
る
こ
と

に
し
た
の
で
す
が
、
家
財
の
処
分
は

大
変
で
し
た
。
親
が
入
院
や
福
祉
施

設
に
入
所
し
て
し
ま
う
と
、
空
き
家

対
策
の
意
思
決
定
が
で
き
ず
、
親
が

亡
く
な
る
ま
で
空
き
家
が
長
期
化
し

が
ち
で
す
。
親
が
元
気
な
う
ち
に
、

家
財
の
整
理
を
手
伝
っ
て
、
身
軽
に

し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
備
え
４　

お
寺
さ
ん
や
お
墓
に
つ

い
て
も
聞
い
て
お
く

　

実
家
で
は
、
近
く
に
お
墓
の
用
地

を
買
っ
て
お
り
、
誰
も
入
っ
て
い
な

い
の
で
す
が
、
仏
壇
も
あ
り
ま
し

た
。
お
墓
は
お
寺
に
返
す
こ
と
に
な

り
、
お
寺
さ
ん
と
引
越
業
者
に
来
て

も
ら
っ
て
仏
壇
専
用
の
引
越
も
必
要

に
な
り
ま
し
た
。

■
備
え
５　

お
盆
や
正
月
は
実
家
に

集
ま
っ
て
空
き
家
対
策
の
話
題
を

　

親
は
子
ど
も
に
心
配
を
掛
け
た
く

な
い
気
持
ち
か
ら
、
空
き
家
対
策
に

は
触
れ
た
が
り
ま
せ
ん
。
実
家
の
空

き
家
を
「
負
動
産
、
地
域
の
厄
介
も

の
」
に
し
な
い
た
め
に
、
親
世
代
、

子
世
代
の
両
方
に
備
え
が
必
要
で

す
。
お
盆
や
正
月
は
実
家
に
集
ま
っ

て
、
空
き
家
対
策
に
つ
い
て
話
し
合

い
、
備
え
を
進
め
て
は
ど
う
で
し
ょ

う
か
。

あ
る
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
で
の
高
齢
の
住

民
の
方
が
「
老
後
一
人
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
の
で
、
ま
だ
元
気
だ
け
れ
ど

便
利
な
と
こ
ろ
に
引
っ
越
そ
う
と

思
っ
て
い
ま
す
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て

い
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
実
際
に
住
み
替
え
を
し

た
方
か
ら
「
便
利
な
駅
前
に
住
み
替

え
た
け
れ
ど
友
達
と
会
う
機
会
が

減
っ
て
し
ま
い
元
気
が
な
く
な
っ

た
」
と
い
う
ケ
ー
ス
も
聞
く
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

社
会
的
に
は
、
高
齢
者
が
安
心
し

て
住
み
替
え
の
で
き
る
受
け
皿
と
し

て
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の

介
護
施
設
や
、
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢

者
向
け
賃
貸
住
宅
な
ど
の
高
齢
者
向

け
住
宅
な
ど
が
あ
り
、「
安
全
に
居
住

で
き
る
住
環
境
」「
利
便
性
」「
医
療
介

護
サ
ー
ビ
ス
」
な
ど
が
提
供
さ
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、そ
れ
だ
け
で
な
く
、

高
齢
者
の
生
活
を
支
え
見
守
り
元
気

づ
け
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
の
存
在

が
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
今
後
の
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
再
生
な
ど
の
住
宅
地
の
整
備
・
再

生
の
一
つ
の
考
え
方
と
し
て
、
住
み

慣
れ
た
生
活
圏
内
ま
た
は
周
辺
で
住

み
替
え
を
検
討
で
き
る
受
け
皿
を
あ

ら
か
じ
め
整
備
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
ま
す
。

　

ま
た
、
も
う
一
つ
の
考
え
方
と
し

て
、
一
人
ひ
と
り
が
高
齢
期
の
居
住

イ
メ
ー
ジ
を
想
定
し
な
が
ら
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
積
極
的
な
参
加
の

促
進
や
接
点
を
作
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
そ
れ
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で

あ
る
場
合
も
あ
れ
ば
、
趣
味
な
ど
の

テ
ー
マ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
居
酒
屋
や

カ
フ
ェ
な
ど
で
出
会
う
人
々
の
集
ま

り
で
も
い
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

施
設
・
住
宅
の
運
営
サ
イ
ド
と
し
て

も
、
高
齢
者
が
み
ん
な
で
農
作
業
の

で
き
る
菜
園
の
整
備
や
、
地
域
の
公

園
清
掃
な
ど
に
高
齢
者
が
参
加
す
る

地
域
貢
献
型
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
を
誘
発
す
る

仕
掛
け
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

老
後
の
生
活
は
、
誰
に
で
も
や
っ

て
く
る
も
の
で
、
急
に
お
と
ず
れ
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
ら
か
じ

め
、
ど
こ
で
、
ど
の
よ
う
に
、
ど
ん

な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
暮
ら
す
の
か
イ

メ
ー
ジ
し
な
が
ら
、
少
し
ず
つ
準
備

を
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
ま

た
、
社
会
的
に
も
単
に
受
け
皿
と
な

る
箱
を
つ
く
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ

こ
で
高
齢
者
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の

帰
属
意
識
を
持
ち
な
が
ら
豊
か
に
暮

ら
す
た
め
の
仕
掛
け
を
考
え
る
こ
と

が
重
要
で
す
。
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「
新
し
い
児
童
ク
ラ
ブ
を
創
り
た
い
ね

ん
。」「
こ
ど
も
達
が
わ
く
わ
く
す
る
こ
ど

も
達
の
居
場
所
。」
本
誌
１
９
０
号
で
ご

紹
介
し
た
「
松
の
実
保
育
園
」
の
松
井
園

長
先
生
は
、
こ
ん
な
言
葉
で
新
た
な
児
童

ク
ラ
ブ
（
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
）
に
つ
い

て
語
り
始
め
ま
し
た
。

　

１
９
８
４
年
６
月
に
滋
賀
県
大
津
市
唐

崎
に
産
声
を
あ
げ
た
松
の
実
保
育
園
は
、

無
認
可
の
時
代
を
含
め
て
35
年
、
し
っ
か

り
地
域
に
根
を
お
ろ
し
、
沢
山
の
人
び
と

に
支
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
２
０
０
２
年

に
建
設
し
た
松
の
実
保
育
園
（
第
１
園
）

で
は
、
奈
良
の
古
民
家
の
蔵
を
移
築
し
た

ホ
ー
ル
と
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、
ほ
ぼ

毎
月
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、
園
児
だ
け

で
な
く
保
護
者
の
方
々
も
楽
し
み
ま
す
。

　

２
０
１
１
年
に
開
園
し
た
第
２
松
の

実
保
育
園
で
は
、
既
に
定
員
20
名
の
児
童

ク
ラ
ブ
が
運
営
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
今

回
は
、
児
童
ク
ラ
ブ
と
し
て
独
立
し
た

施
設
を
建
て
る
計
画
で
す
。
前
回
同
様

ご
自
身
が
建
築
家
で
あ
る
理
事
長
の
松

井
俊
さ
ん
は
何
も
言
わ
れ
ま
せ
ん
。「
園

長
の
考
え
」
を
良
く
聞
い
て
、
お
び
た

だ
し
い
数
の
計
画
案
を
作
成

し
ま
し
た
が
、
園
長
先
生
の

イ
メ
ー
ジ
に
ぴ
っ
た
り
の
も

の
が
あ
り
ま
せ
ん
。
園
長
先

生
の
頭
の
中
に
は
、
空
間
を

イ
メ
ー
ジ
す
る
言
葉
と
同
時

に
、
こ
ど
も
達
の
日
常
生
活

や
成
長
、
家
庭
環
境
や
地
域

の
環
境
な
ど
様
々
な
思
い
と

言
葉
が
溢
れ
て
い
ま
す
。
そ

れ
を
く
み
取
る
の
が
我
々
の

仕
事
で
す
。

　

あ
る
と
き
園
長
先
生
は
近
江
八
幡
市
に

あ
る
旧
柳
原
学
校
に
私
を
誘
わ
れ
ま
し

た
。「
こ
の
空
間
構
成
が
イ
メ
ー
ジ
な
の

だ
」
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　

旧
柳
原
学
校
は
、
１
８
７
６
年
高
島
郡

新
儀
村
（
現
高
島
市
新
旭
町
）
の
初
等

科
小
学
校
と
し
て
建
て
ら
れ
、
滋
賀
県

下
に
現
存
す
る
最
古
の
学
校
建
築
で
す
。

１
９
７
０
年
近
江
八
幡
市
近
江
風
土
記
の

丘
に
移
築
さ
れ
ま
し
た
。
折
悪
し
く
休
館

だ
っ
た
の
で
す
が
、
窓
か
ら
覗
く
ほ
の
暗

い
内
部
は
、
細
い
ド
マ
に
沿
っ
て
板
の
間

が
連
続
し
て
い
ま
し
た
。

　

ど
こ
か
ら
で
も
入
る
こ
と

が
で
き
、
こ
ど
も
達
が
自
由

に
使
う
こ
と
が
で
き
る
空
間
。

現
代
の
住
宅
に
は
見
ら
れ
な

い
続
き
間
の
中
に
み
つ
け
る

こ
と
の
で
き
る
こ
ど
も
達
の

居
場
所
。
そ
れ
ら
を
思
い
描

い
た
計
画
案
が
最
終
案
と
な

り
ま
し
た
。

　

計
画
案
は
、
南
側
駐
車
場

か
ら
隣
接
す
る
第
二
松
の
実

保
育
園
へ
の
動
線
上
に
半
屋

外
の
広
い
ド
マ
（
開
廊
）
の
ラ
イ
ン
を
引

き
、
そ
の
ド
マ
に
沿
っ
て
４
つ
の
続
き
間

（
板
の
間
２
室
、
畳
の
間
２
室
）
を
配
置

し
た
極
め
て
シ
ン
プ
ル
な
も
の
と
な
り
ま

し
た
。
ド
マ
に
そ
っ
て
細
い
縁
を
設
け
、

ど
こ
か
ら
で
も
部
屋
に
入
る
こ
と
が
で

き
、
ど
の
部
屋
か
ら
も
琵
琶
湖
を
観
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

ド
マ
に
は
書
架
を
設
け
ま
し
た
。
ド
マ

を
通
る
こ
ど
も
達
や
保
護
者
、
こ
こ
を
訪

れ
る
近
所
の
人
た
ち
が
気
軽
に
本
を
手
に

と
っ
て
縁
に
腰
掛
け
て
本
を
読
め
る
。
本

は
誰
が
置
い
て
く
れ
て
も
よ
い
し
、
誰
が

借
り
て
い
っ
て
も
よ
い
。

　

こ
の
児
童
ク
ラ
ブ
の
定
員
は
40
人
で

す
。
小
学
校
１
年
か
ら
６
年
生
ま
で
が
対

象
で
す
が
、
空
い
て
い
る
時
間
帯
は
地
域

の
高
齢
者
の
集
ま
り
に
も
使
っ
て
も
ら
い

ま
す
。
園
長
先
生
の
構
想
で
は
、
こ
こ
で

「
こ
ど
も
食
堂
」
を
行
う
計
画
で
す
。
あ

く
ま
で
も
こ
ど
も
達
の
健
や
か
な
成
長
を

第
一
に
考
え
て
い
る
の
で
す
。

　

児
童
ク
ラ
ブ
が
開
園
し
て
し
ば
ら
く
す

る
と
、
こ
ど
も
達
そ
れ
ぞ
れ
に
お
気
に
入

り
の
ス
ペ
ー
ス
が
で
き
ま
し
た
。
南
の
端

の
畳
の
間
に
は
丸
窓
の
あ
る
付
書
院
風
の

ス
ペ
ー
ス
を
設
け
、
壁
を
園
長
先
生
お
気

に
入
り
の
鮮
や
か
な
「
金
沢
群
青
」
の
ジ
ュ

ラ
ク
壁
と
し
ま
し
た
。「
こ
こ
も
、
こ
ど
も

達
の
お
気
に
入
り
の
場
所
。」
園
長
先
生

が
う
れ
し
そ
う
に
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

平面図

写真：上　全景　下　夏休みの児童クラブ

写真：上 　開廊書架　下　続き間



「関西機械メーカー×同志社大学　
プレゼン大会」を開催しました

高野隆嗣：
地域産業イノベーショングループ

平
成
30
年
８
月
３
日
、
同
志
社
大
学

今
出
川
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
、
関

西
機
械
メ
ー
カ
ー
と
同
志
社
大
学
有

志
ゼ
ミ
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
大
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

大
手
機
械
メ
ー
カ
ー
と
学
生
が
参
加

し
、
相
互
に
自
己
Ｐ
Ｒ
を
行
い
、
興
味

を
持
た
れ
た
学
生
と
会
社
の
組
合
せ
で

後
日
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
実
施
す

る
試
み
で
す
。
企
業
側
は
、
関
西
を

代
表
す
る
大
手
機
械
メ
ー
カ
ー
４
社

の
人
事
担
当
者
が
、
洗
練
さ
れ
た
自

社
プ
レ
ゼ
ン
を
実
施
。
学
生
側
は
、

同
志
社
大
学
の
商
学
部
や
政
策
学
部

の
有
志
ゼ
ミ
生
30
数
名
が
、
大
学
生

活
で
得
た
経
験
や
語
学
力
等
の
ス
キ

ル
を
２
分
で
ア
ピ
ー
ル
。
物
怖
じ
し

な
い
学
生
の
姿
は
、
オ
ジ
サ
ン
世
代

に
は
隔
世
の
感
が
あ
り
ま
す
。

　

学
生
の
志
望
動
機
も
多
種
多
様
。

誰
も
が
知
っ
て
る
世
界
企
業
を
希
望

す
る
者
も
居
れ
ば
、
認
知
度
は
低
く

て
も
将
来
有
望
な
ニ
ッ
チ
ト
ッ
プ
企

業
を
志
向
す
る
学
生
も
。
主
催
し
た

私
た
ち
と
し
て
は
嬉
し
い
展
開
と
な

り
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
一
般
社
団
法
人
日

本
機
械
工
業
連
合
会
（
通
称
：
日
機

連
）
の
大
阪
事
務
所
か
ら
受
託
し
て

い
る
「
関
西
機
械
産
業
の
振
興
に
向

け
た
人
財
・
人
手
不
足
等
の
現
状
と

対
応
策
に
関
す
る
調
査
」
の
一
環
で

実
施
し
た
も
の
で
す
。

　

製
造
業
の
人
手
不
足
は
深
刻
で

す
。
関
西
に
は
多
数
の
大
学
が
立
地

し
て
い
ま
す
が
、
学
生
の
多
く
が
関

東
・
東
海
の
大
企
業
に
就
職
し
ま
す
。

商
社
や
代
理
店
に
比
べ
て
、
製
造
業

へ
の
学
生
の
人
気
は
イ
マ
ヒ
ト
ツ
。

し
か
し
な
が
ら
関
西
に
は
、
特
色
あ

る
メ
ー
カ
ー
も
多
く
、
そ
の
魅
力
を

学
生
に
訴
求
で
き
れ
ば
、
事
態
は
打

開
で
き
る
と
私
た
ち
は
考
え
ま
す
。

　

今
回
の
企
画
で
ご
指
導
頂
い
た
同

志
社
大
学
の
関
智
宏
教
授
に
よ
れ

ば
、
最
近
の
学
生
気
質
と
超
売
手
市

場
が
相
ま
っ
て
、
就
職
活
動
も
イ
ン

タ
ー
ン
重
視
に
変
化
し
て
る
と
の
こ

と
で
す
。

　

学
生
の
皆
さ
ん
が
何
を
考
え
て
、

何
を
望
ん
で
い
る
の
か
、
直
接
ふ
れ

あ
う
今
回
の
取
組
。
業
界
団
体
を
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
し
て
、
企
業
と

大
学
を
繋
ぐ
「
新
し
い
仕
組
み
」
を

確
立
で
き
れ
ば
、
製
造
業
の
人
財
を

確
保
す
る
こ
と
は
充
分
に
可
能
だ
と

確
信
し
た
一
日
で
し
た
。

※
こ
の
業
務
は
山
部
健
介
も
担
当
し

ま
し
た
。
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「育てる広場」をみんなでつくっています
羽田拓也：

地域再生デザイングループ

前
号
で
ご
紹
介
し
た
、
茨
木
市
市
民

会
館
跡
地
エ
リ
ア
の
「
育
て
る
広

場
」、
社
会
実
験
開
始
に
向
け
、
広

場
の
芝
張
り
を
市
民
の
皆
さ
ん
と
行

い
ま
し
た
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
名
が
「IBALAB 

市
民
会
館
跡
地
エ
リ
ア
育
て
る
広
場

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
決
ま
り
、
広
場

編
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
立
ち
上
が
っ

た
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
企
画
も
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

広
場
も
市
民
の
皆
さ
ん
と
つ
く
ろ

う
、
と
い
う
こ
と
で
、
８
月
26
日
に
、

市
民
の
皆
さ
ん
と
広
場
の
芝
生
を
張
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

芝
生
を
ご
提
供
い
た
だ
い
た
茨
木

カ
ン
ツ
リ
ー
倶
楽
部
の
ご
指
導
の

も
と
、
約
40
名
で
２
時
間
半
、
約

３
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
の
青
々
と
し

た
芝
生
広
場
が
完
成
し
ま
し
た
。（
芝

生
の
枚
数
、
お
よ
そ
３
０
０
０
枚
！
）

養
生
期
間
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
周

辺
の
空
間
も
含
め
時
間
を
過
ご
す
方

が
増
え
る
一
方
で
、
タ
バ
コ
の
吸
殻

が
増
え
る
な
ど
、
居
心
地
の
良
い
空

間
が
で
き
た
効
果
が
早
く
も
良
く
も

悪
く
も
現
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
社
会
実
験
で
は
、
広
場
を

使
っ
た
企
画
実
施
の
効
果
だ
け
で
な

く
広
場
の
ル
ー
ル
や
公
共
空
間
の
あ

り
方
も
含
め
、
市
民
が
つ
く
り
、
育

て
る
こ
と
に
よ
る
「
暮
ら
し
の
質
を

高
め
る
広
場
」
づ
く
り
に
つ
い
て
、

市
民
と
共
有
し
な
が
ら
進
め
て
い
け

た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
今
後
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ

ベ
ン
ト
を
皮
切
り
に
、
こ
れ
ま
で
温

め
て
き
た
市
民
企
画
も
続
々
と
実
施

さ
れ
ま
す
。
内
容
に
つ
い
て
は
、
Ｈ

Ｐ
、Facebook

ペ
ー
ジ
で
の
情
報

発
信
も
市
民
の
皆
さ
ん
と
行
っ
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
て
く
だ

さ
い
！
（https://ibalab.net/

）

みんなで芝張り

芝生広場完成！



八尾市「暮らし」を真ん中においた景観づくり

八
尾
市
と
い
え
ば
…
そ
う
、
河
内
音

頭
の
ふ
る
さ
と
、
八
尾
空
港
、
河
内

木
綿
な
ど
他
に
も
す
ば
ら
し
い
資
源

は
あ
る
の
で
す
が
、
観
光
地
や
繁
華

街
が
あ
る
わ
け
で
も
な
く
、「
普
通
の

ま
ち
」
を
想
像
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

実
際
、
生
駒
山
系
の
麓
に
あ
り

大
阪
都
心
に
も
近
く
、
住
宅
・
商
業
・

工
業
が
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
住
み

や
す
い
生
活
都
市
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
ん
な
八
尾
市
で
「
景
観
」
と
言

わ
れ
て
も
、
先
述
の
資
源
は
景
観

に
直
結
し
て
お
ら
ず
、
な
か
な
か

イ
メ
ー
ジ
で
き
な
い
が
の
が
正
直

な
と
こ
ろ
で
す
。

　

八
尾
市
は
、
市
政
70
周
年
を
迎
え

る
今
年
、
中
核
市
へ
移
行
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
合
わ
せ
て
景
観
行
政
団
体
と

な
り
、
市
独
自
の
景
観
づ
く
り
の
取

組
を
始
め
て
い
ま
す
。
大
阪
府
景
観

計
画
の
取
組
を
踏
ま
え
つ
つ
、
市
独

自
の
景
観
形
成
基
本
計
画
と
景
観
計

画
、
そ
し
て
景
観
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
、

景
観
条
例
ま
で
一
貫
し
た
形
で
策
定

岡本壮平：
都市・地域プランニンググループ

し
ま
し
た
。
私
た
ち
は
、
一
連
の
景

観
行
政
の
基
盤
づ
く
り
を
お
手
伝
い

し
ま
し
た
。

　

八
尾
市
は
住
み
や
す
い
生
活
都
市

で
す
。
な
の
で
、
景
観
づ
く
り
も
人
々

の
暮
ら
し
を
真
ん
中
に
お
い
て
、「
水

と
緑
」、「
生
活
の
快
適
性
」、「
わ
が
ま

ち
へ
の
愛
着
と
誇
り
」、「
文
化
の
継

承
発
展
」
を
基
本
に
据
え
て
い
ま
す
。

特
に
、
大
和
川
だ
け
で
な
く
玉
串
川

や
長
瀬
川
と
い
っ
た
暮
ら
し
に
身
近

な
水
辺
と
川
沿
い
の
ま
ち
の
一
体
的

な
景
観
づ
く
り
を
重
視
し
て
お
り
、

景
観
計
画
に
よ
る
規
制
・
誘
導
と
と

も
に
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
か
ら

の
景
観
づ
く
り
が
推
進
さ
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、
歴
史
フ
ァ
ン
に
は
名
の
通
っ

た
「
久
宝
寺
寺
内
町
」
を
は
じ
め
と

す
る
歴
史
的
町
並
み
に
つ
い
て
も
、

景
観
計
画
施
行
を
契
機
に
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
重
点
的
に
取
り
組
む
べ
く
、

地
域
・
行
政
・
専
門
家
が
フ
ラ
ッ
ト

な
関
係
で
本
音
で
話
し
合
う
「
セ
ミ

ナ
ー
」
も
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

自
分
の
ま
ち
へ
の

熱
い
想
い
を
持
っ
た

人
が
集
い
、
暮
ら
し
を

真
ん
中
に
お
い
て
景

観
づ
く
り
に
取
り
組

む
。
景
観
計
画
に
魂
を

吹
き
込
む
取
組
と
も

言
え
ま
す
。「
普
通
の

ま
ち
」
で
始
ま
る
「
暮

ら
し
」
を
真
ん
中
に

お
い
た
景
観
づ
く
り

に
期
待
大
で
す
。
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前
号
で
紹
介
し
た
フ
レ
ン
チ
レ
ス
ト

ラ
ン
「le fredonnem

ent

（
ル
・

フ
ル
ド
ヌ
マ
ン
）」
に
引
き
続
き
、

９
月
１
日
に
材
木
商
冨
田
氏
の
明
治

時
代
か
ら
受
け
継
が
れ
た
迎
賓
邸
宅

を
改
修
し
た
町
宿「
蔵
の
宿 

櫻
林
亭
」

が
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

奈
良
桜
井
は
吉
野
材
の
集
積
地
及

び
製
材
地
と
し
て
古
く
か
ら
栄
え
た

地
域
で
す
。
本
邸
宅
は
、
30
年
ほ
ど

空
き
家
に
な
っ
て
い
た
も
の
の
、
材

木
商
ら
し
く
希
少
な
銘
木
を
随
所
に

用
い
た
、
非
常
に
贅
沢
か
つ
質
の
高

い
数
寄
屋
建
築
で
す
。
町
宿
と
し
て

活
用
す
べ
く
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
魅
力

を
最
大
限
活
か
す
よ
う
改
修
を
行
い

ま
し
た
。

　

実
は
、
櫻
林
亭
は
６
月
15
日
に
施

行
さ
れ
た
ば
か
り
の
民
泊
新
法
を
活

用
し
た
宿
泊
施
設
で
す
。
地
域
活
性

化
に
取
り
組
む
都
市
再
生
推
進
法
人

「
桜
井
ま
ち
づ
く
り
株
式
会
社
」
が

事
業
主
体
と
な
り
、
ア
ル
パ
ッ
ク
は

設
計
監
理
や
民
泊
申
請
の
お
手
伝
い

を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

櫻
林
亭
は
２
つ
の
宿
泊
棟
を
備
え

ま
す
。
１
つ
は
内
蔵
の
寝
室
が
特
徴

的
な
「
清
風
」、
も
う
１
つ
が
座
敷

と
庭
と
の
関
係
が
素
晴
ら
し
い
「
松

風
」。
離
れ
の
蔵
の
中
に
造
ら
れ
た

お
風
呂
も
ウ
リ
の
１
つ
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

宿
泊
は
い
ず
れ
も
１
棟
貸
し
で
、

２
名
１
泊
で
４
万
円
か
ら
と
な
っ
て

い
ま
す
（
朝
食
付
・
税
別
）。
大
切

な
人
と
、
ホ
ン
モ
ノ
の
空
間
で
、
贅

沢
な
時
間
を
過
ご
し
て
み
て
は
如
何

で
し
ょ
う
か
。

https://sakurai-sakuram
achi.

com
/ourintei/

（
こ
の
業
務
は
高
坂
憲
治
、
山
崎
博

央
、
増
見
康
平
も
担
当
し
ま
し
た
。）

奈良桜井の町宿「櫻林亭」がグランドオープン
和田裕介：

建築プランニング・デザイングループ

松風２階寝室

櫻林亭全景

写真：上 玉串川の桜並木　下 久宝寺寺内町の町並み
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山﨑将也 :
都市・地域プランニンググループ

埼
玉
県
戸
田
市
で
立
地
適
正
化
計
画

策
定
に
向
け
て
、セ
ン
シ
ュ
ア
ス
（
官

能
的
）な
都
市
を
テ
ー
マ
に
し
た「
ま

ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
全
国
約
２
０
０
の
自
治
体

で
立
地
適
正
化
計
画
策
定
に
向
け
た

取
組
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
戸
田

市
は
、
大
都
市
に
隣
接
す
る
都
市
で

は
数
少
な
い
計
画
策
定
に
取
り
組
ん

で
い
る
自
治
体
で
あ
り
、
市
民
に
よ

る
都
市
活
動
に
根
ざ
し
た
計
画
づ
く

り
を
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

立
地
適
正
化
計
画
は
、
居
住
や
都

市
機
能
を
誘
導
す
る
こ
と
に
よ
り

「
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
」
を
推

進
す
る
た
め
の
施
策
で
す
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
に
生
活
す
る
人
の
暮
ら

し
方
や
活
動
、
ま
ち
に
対
す
る
意
識

な
ど
と
大
き
く
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
７
月
29
日
に
、

戸
田
市
の
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り

を
考
え
る
「
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ

ム
」を
開
催
し
ま
し
た
。
副
題
を「
本

当
に
住
ん
で
幸
せ
な
ま
ち
を
め
ざ
そ

う
」
と
し
、
市
民
な
ど
が
い
か
に

ま
ち
を
使
い
こ
な
し
て
い
く
か
、

そ
の
た
め
に
何
が
必
要
か
を
考
え

る
き
っ
か
け
づ
く
り
と
な
る
よ
う

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
み
ま
し
た
。

　

ま
ず
、LIFU

LL H
O
M
E’S

総

研
の
島
原
万
丈
氏
か
ら
、
便
利
さ

だ
け
で
な
く
、
都
市
の
魅
力
を

測
る
新
し
い
も
の
さ
し
と
し
て
、

「
都
市
を
動
詞
で
捉
え
る
」、「
セ
ン

シ
ュ
ア
ス
な
視
点
で
都
市
を
評
価
す

る
」
と
い
っ
た
視
点
か
ら
ま
ち
の
あ

り
方
を
考
え
て
い
く
こ
と
の
必
要
性

に
つ
い
て
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
、
学
識
経
験
者
や
市
民
を
交

え
て
、
便
利
さ
だ
け
で
は
な
い
戸
田

市
の
良
さ
を
見
つ
け
、
そ
れ
ら
を
伸

ば
し
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
、「
戸

田
市
で
暮
ら
し
た
い
」
と
思
っ
て
も

ら
う
仕
掛
け
や
市
民
に
よ
る
ま
ち
の

使
い
こ
な
し
方
に
関
す
る
提
案
が
あ

り
ま
し
た
。

　

当
日
は
約
１
０
０
名
の
方
に
参

加
い
た
だ
き
、
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら

も
自
分
た
ち
の
ま
ち
を
考
え
る
上

で
の
新
た
な
刺
激
を
受
け
た
様
子

が
う
か
が
え
ま
し
た
。
こ
の
フ
ォ
ー

ラ
ム
を
通
じ
て
単
に
計
画
策
定
を

支
援
し
て
終
わ
る
の
で
は
な
く
、
そ

の
背
景
に
あ
る
生
活
者
の
目
線
か

ら
、
ま
ち
の
良
さ
を
見
出
し
、
伸

ば
し
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
改

め
て
認
識
し
ま
し
た
。

ホアン　ゴック　チャン
地域産業イノベーショングループ

じ
め
ま
し
て
。
８
月
に
入
社
し
た

ベ
ト
ナ
ム
出
身
の
チ
ャ
ン
で
す
。

　

２
０
１
４
年
の
留
学
を
機
に
関
西
に
来

ま
し
た
。
１
年
間
、
京
都
に
住
み
、
日
本

三
景
巡
り
や
瀬
戸
内
海
し
ま
な
み
海
道
、

琵
琶
湖
一
周
サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス
等
で

日
本
で
の
留
学
生
活
を
満
喫
し
ま
し
た
。

帰
国
し
て
ベ
ト
ナ
ム
人
学
生
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
と
思
考
力
上
達
を
目
標

と
し
、
か
つ
ベ
ト
ナ
ム
の
優
秀
な
人
材
と

日
系
企
業
と
の
出
会
い
の
場
で
あ
る
「
日

本
語
に
よ
る
デ
ィ
ベ
ー
ト
大
会
」
を
主
催

し
ま
し
た
。
当
時
、
３
０
０
社
か
ら
大
会

へ
の
ス
ポ
ン
サ
ー
を
断
ら
れ
る
と
い
う
忘

れ
ら
れ
な
い
経
験
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

一
方
で
、
日
系
の
テ
レ
ビ
局
の
取
材
を
受

け
、
鹿
児
島
の
日
本
語
学
校
か
ら
の
優
勝

チ
ー
ム
を
鹿
児
島
へ
一
週
間
の
日
本
文
化

体
験
旅
行
に
招
待
す
る
と
い
う
協
賛
を
い

た
だ
き
、
ベ
ト
ナ
ム
南
部
の
日
本
語
教
育

機
関
を
巻
き
込
む
活
動
と
な
り
ま
し
た
。

大
会
を
主
催
す
る
の
に
私
は
ひ
と
り
で
は

何
も
で
き
ず
、
人
の
協
力
の
大
切
さ
を
実

感
し
、
人
が
協
力
し
て
大
き
な
力
と
な
り
、

大
き
な
事
が
出
来
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　

ア
ル
パ
ッ
ク
と
の
ご
縁
は
同
志
社
大
学

の
関
先
生
の
お
か
げ
で
す
。
日
本
の
旅
を

通
じ
て
、
観
光
や
農
業
分
野
に
対
す
る
興

味
が
わ
い
て
き
ま
し
た
。
現
在
で
は
地
域

産
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
グ
ル
ー
プ
に
所
属

し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
な
に
よ
り
、
日
本
社
会
の

一
人
と
し
て
、
そ
し
て
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

と
し
て
基
礎
知
識
を
身
に
つ
け
、
地
域
の

人
々
か
ら
学
ば
せ
て
も
ら
う
よ
う
、
仕
事

も
遊
び
も
た
く
さ
ん
挑
戦
し
続
け
ま
す
。

ア
ル
パ
ッ
ク
の
一
員
と
し
て
、
外
国
人
目

線
で
地
域
の
潜
在
的
な
魅
力
を
表
現
し
、

よ
り
多
く
の
人
に
日
本
の
良
さ
を
気
づ
い

て
い
た
だ
く
よ
う
、
地
域
の
発
信
力
を
高

め
る
こ
と
に
貢
献
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
自
分
が
学
生
時
代
に
取
り
組
ん

だ
こ
と
を
活
か
し
て
、
日
系
企
業
の
海
外

拠
点
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
の
力
に
な
れ
る

よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
。

人とのご縁は不思議でありがたい

っ
て
っ

は

島原氏による基調講演の様子
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松下藍子：
適塾路地裏サロン実行委員

適塾路地奥サロンを開催しました
「本当に住んで幸せなまち」

　株式会社 LIFULL　LIFULL HOME’S 総研・所長の島
原万丈さんをお招きし、８月 31 日に大阪事務所にお
いて第３回適塾路地奥サロンを開催しました。
　島原さんは、再開発などにより均質化されていく都
市に対して問題提起し、都市の新たな評価指標として
「センシュアスシティ（官能都市）」を提唱されていま
す。それは、これまでの施設がどれだけあるか、どれ
だけ利便性が高いか、ということでは本来のまちの魅
力は計ることはできず、「そのまちでどういうことをし
たか」、という動詞で評価する新たな評価指標でした。
　本来のまちの魅力は、「何があるか」ではなく、「ま

朴延
地域再生デザイングループ

　日本建築学会・農村計画委員会と韓国農村建築学会に
よる研究交流会（以下、研究会）が、2000 年から現在ま
で毎年行われています。私は 14回目の韓国大邱（2015）、
15回目の金沢（2016）、16回目の韓国茂朱（2017）、今
年の 17回目は東北の大船渡・飯豊の研究会に参加してい
ます。日本建築学会側の事務局として毎年、資料の作成
や通訳の業務を行っています。当研究会では両国の農村
を持続可能な保全のために、両国のタイムリーな課題（過
疎高齢化、人口減少、空家、環境、エネルギー問題など）
から農村を中心とした日韓のフィールドを視察し、研究
発表を行います。そこで日韓の農村の優れている点や問
題などを比較・共有し、各地で実践的なまちづくりに繋
げています。
　今年度の研究会の一つ目の視察地は、岩手県の大船渡
市の被災地訪問でした。震災後 7年間にわたり復興に取
り組んでおり、景観や環境、新旧コミュニティを配慮し
て高台移転住宅地と再建住宅づくりについてお話を聴く
ことができました。また地域資源である杉を活かした木
造の住田町役場に訪問し、韓国ではあまりみられない木
造建築の役場をみることができ、両国の建築スタイルに

ついて総合的に考える機会になりました。
　二つ目の視察地は、山形県の飯豊町です。飯豊町は農
をベースとした未来事業、また経済的自立を目標として
今後に向けたバイオマス産業都市を計画中です。産業だ
けでなく、NPO法人「日本で最も美しい村」連合にも加
盟しており、地域資源（田園散居集落・飯豊連峰の自然
景観・里山景観）を活かして、住民が主体となってまち
づくりを行っていることが特長です。
　今回の研究会を通じて、日本の大船渡の災害復興の底

力と、飯豊町の地域資源を活かした住民
によるまちづくりに感動しました。様々
な研究領域の研究者（大学）・専門家（建
築家）・地域住民・公共がバランスよく働
いていること、さらに住民がまちづくり
の主体であり、まちづくりに関する「自覚」
と今後に向けた「自信」を持っていると
感じました。

日本建築学会の視察報告
－岩手県大船渡市と山形県飯豊町を中心に－

岩手県大船渡市の被災地と住田町役場

山形県飯豊町散居集落景観

ちをどれだけ主体的に楽しむことができるか」にある
ことに共感しました。
　サロンには大変多くの方々にご参加いただきまし

た。今後も引き
続き開催する
予定ですので、
皆さん是非ご
参加ください。
詳しくはホー
ムページをご
覧下さい。
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　7月の週末にアルパックのメンバー有志が上山高原

でキャンプを行いました。家族同伴で、夏休みに突入

した小 4の次女とともに、名古屋からシュラフ持参で

参加しました。

　上山高原は、兵庫県の北部、鳥取県堺の扇ノ山の

山麓に広がり、一帯に広がるススキ草原をブナなど

の森が取り囲む標高 946 ｍの高原です。上山高原と

麓の集落などを舞台に、地元住民 (NPO) をはじめ多

様な参画・協働によりプログラムの実施や自然再生

などの活動「上山高原エコミュージアム」が進めら

れています。

植松陽子
サスティナビリティマネジメントグループ

　上山高原とアルパックとのお付き合いは古く、約 17

年前からこの地域のサポーターとして、地元組織の立

ちあげから、NPOの活動拠点である「上山高原ふるさ

と館」の計画・設計、ススキ草原の復元などの自然再

のびのび満喫！キャンプ in 上山高原

夕食後はみんなでボードゲームです

シワガラの滝までの道

生事業まで、地域の方々と一緒に取り組んでいます（レ

ターズ 209 号でも紹介）。

　すっきりと晴れた青空に、辺り一面にトンボが飛び

回る中、テントを２張設営し、ようやくキャンプがス

タートです。お隣では、上山高原エコミュージアム主

催の親子向けキャンプが開催され、何組かのファミ

リーが自然観察やバーベキューなどを楽しんでいまし

た。私達も頂上までの散策やお昼寝、会話などのんび

りと上山高原の時間を楽しみました。夕食は地元スー

パーで購入した食材でバーベキューです。お隣のキャ

ンプの方々に交じり、星空観察も楽しみました。

　2日目はシワガラの滝まで軽トレッキングです。7

月の豪雨の影響で滝周辺の水量が増えていましたが、

洞窟からの絶景を見ることができました。もちろん、

キャンプ最後の仕上げは湯村温泉。２日分の汗をしっ

かりと流した後、真夏の昼下がりに熱々の温泉たまご

を頬ばったことは言うまでもありません。

　普段とは違う時間の過ごし方を共有し、たくさんの

パワーを蓄え、また明日からにつなげる良い機会とな

りました。

　上山高原では、９月 1日から秋の自然の恵みをお届

けするごちそう便の受付を行っています。

「上山高原のごちそう便り」
https://ukemgochisou.thebase.in

子どもは虫とりに夢中

頂上にある地元の方手づくりの展望台



〔
レ
タ
ー
ズ
ア
ル
パ
ッ
ク
〕
2
０
１
８
年
９
月
発
行
（
株
）
地
域
計
画
建
築
研
究
所　

http://w
w
w
.arpak.co.jp

木
賃
の
社
会
的
意
義
を
探
し
て

〜
モ
ク
チ
ン
企
画
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
か
ら
〜

皆
さ
ん
は
昭
和
期
に
建
て
ら
れ
た
木
賃

住
宅
に
対
し
て
ど
ん
な
印
象
を
持
っ
て

い
る
で
し
ょ
う
か
。

　

私
は
少
し
前
ま
で
は
、
歴
史
的
価
値

の
あ
る
伝
統
構
法
で
も
な
く
、
モ
ダ
ニ

ズ
ム
の
洗
練
さ
れ
た
住
宅
で
も
な
い
、

大
量
生
産
・
大
量
消
費
社
会
の
中
で
生

ま
れ
た「
ど
っ
ち
つ
か
ず
で
建
築
ス
ト
ッ

ク
と
し
て
の
価
値
の
低
い
住
宅
」
と
い

う
認
識
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

し
か
し
、
近
年
、
住
宅
確
保
要
配
慮

者
へ
の
住
宅
供
給
関
連
の
業
務
に
関
わ

る
中
で
、
低
廉
な
家
賃
の
場
合
が
多
い

木
賃
住
宅
が
、
単
身
高
齢
者
等
の
住
宅

確
保
要
配
慮
者
に
と
っ
て
の
事
実
上
の

住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
な
っ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　

都
市
で
の
木
賃
の
存
在
意
義
を
探
る

た
め
、
東
京
都
大
田
区
蒲
田
を
拠
点
と

し
て
モ
ク
チ
ン
の
再
生
活
動
に
取
り
組

む
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
モ
ク
チ
ン
企
画
」
を

訪
問
し
、
活
動
や
今
後
の
展
望
等
に
つ

い
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

モ
ク
チ
ン
企
画
は
、「
モ
ク
チ
ン
レ
シ

ピ
」
と
い
う
木
賃
の
改
修
メ
ソ
ッ
ド
の

開
発
と
、
情
報
発
信
等
の
ツ
ー
ル
づ
く

り
の
２
つ
を
活
動
の
軸
と
し
て
さ
れ
て

い
ま
す
。
モ
ク
チ
ン
レ
シ
ピ
に
は
、
耐

震
補
強
等
の
大
幅
な
改
修
項
目
か
ら
、

内
装
等
の
簡
易
な
項
目
ま
で
様
々
な
も

の
が
あ
り
、
状
況
に
合
わ
せ
て
必
要
な

要
素
を
組
み
合
わ
せ
て
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。（
詳
し
く
は
モ
ク
チ
ン

企
画
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
！　

https://w
w
w
.m
okuchin.jp/

）
　

お
話
の
中
で
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、

あ
く
ま
で
も
木
賃
の
活
用
を
長
期
的
で

な
く
、
都
市
開
発
ま
で
の
間
の
存
在
と

し
て
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
し
た
。
資

産
価
値
向
上
の
観
点
で
は
、
改
修
は
入

居
者
確
保
・
収
入
確
保
を
生
み
だ
し
ま

す
。
一
方
で
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
確

保
の
観
点
で
は
、
低
廉
な
家
賃
を
保
つ

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

個
人
資
産
で
あ
る
木
賃
を
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
利
用
す
る
た
め
に

は
、
ハ
ー
ド
整
備
に
加
え
て
、
不
動
産

運
営
の
仕
組
み
構
築
が
不
可
欠
だ
と
改

め
て
感
じ
ま
し
た
。
今
回
の
訪
問
を
参

考
に
し
て
、
福
祉
事
業
と
不
動
産
事
業

の
複
合
し
た
取
組
の
提
案
を
し
て
い
け

た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

余
談　

モ
ク
チ
ン
企
画
の
ま
ち
づ
く

り
の
取
組
も
書
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
し

た
が
、
収
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た

の
機
会
に
。

竹内和巳：
地域再生デザイングループ

モクチン企画の事務所（空地では保育園の子どもたちが遊んだり、
お年寄りが小話をしたりしているそうです）

接道条件の関係で不思議な
敷地形状になっているとのこと


